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　・ 結果 10 位に終わったメルボルン大会の予選
リーグ初戦，大敗を喫したアメリカ戦におい








































































































































































2016 年に創設された B リーグの活況ぶりは，
1993 年の J リーグ発足を転機としてサッカー日
本代表の国際競技力が一変したのと同様な空気感
をバスケットボール界に漂わせている．また，こ
れと相まって，国内外の高校・大学から NBA に
まで及ぶハーフアスリートの活躍は，ほぼ，経験
者やマニアに支えられてきたバスケットボール文
化の変容を促し，社会の広範な人々を巻き込んだ
グローバルな色彩に塗り替えようとしている．こ
の新生面を背景に，「サイズ」の克服に向けた日
本バスケットボールの理念型は，今後とも日本代
表チームの強化に継承されていくであろうが，日
本代表チームが築き上げてきたバスケットボール
の歴史に「連続性」とともに，思いもよらぬ世界
観を加えたポジティブな意味での「断続性」が刻
まれる可能性を予期するところである．
丹念な筆致で日本代表チームの足跡をまとめた
本書の行間の端々には，挫折を繰り返しながら前
を向き続けた日本代表チームの将来に希望を寄せ
る執筆者たちの並々ならぬ熱い思いが滲みこんで
いる．日本バスケットボール界の根底にある風土
や慣習，バスケットボールを愛好する人々の競技
精神に支えられた日本代表チームがいかなる歩み
を遂げていくのか，そこに執筆者たちの研究成果
がいかなる動力として作用していくのか．バス
ケットボール研究の更なる深化を期待しつつ，い
つの日か綴られるだろう本書の続編を心待ちにし
ていたい．
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